


別紙 

石丸
いしまる

 民之永
た み の え

 

加藤
か と う

   務
つとむ

 

「積雪情報システムの開発」 
 
 
１ 研究の目的 
   本県を含め、わが国の半分は豪雪地帯であるが、雪国が快適で住みやすい

地域となるには、雪国の負の側面である雪害の克服と正の側面である雪の利
用を促進する必要がある。 
それには降雪、積雪等の雪情報が不可欠であるが、現状では、雨情報の多

くは公的機関や民間会社により高度な技術開発が進められているものの、雪
情報については測定の環境条件が厳しく、技術の高度化が遅れている。 

   受賞者の所属する新潟電機株式会社は雪氷の計測機器の開発に特化したメ
ーカーで 30 年の実績を有しており、これまで開発した機器を組み合わせて、
現在雪国が必要としている雪情報をユーザーの要望にそったソフトを備え
て提供することを開発の目的としている。 

 
２ 研究の具体的内容及びその特徴 
   積雪計、積雪量計、降雪強度計、降雪センサー、融雪量計などのこれまで

開発してきた計器類を組み合わせ、観測点のデータ、積雪深、温度、画像な
どをパソコン、携帯電話から閲覧、操作できるシステムであり、遠隔から積
雪状況について画像データと観測データを照らし合わせながらリアルタイ
ムに観測することが可能となった。 
カメラ画像と併せて観測ができるのは本システムだけであり、道路に設置

した場合は、積雪などの道路の路面状況を把握するだけでなく、渋滞把握や
除雪作業にも適用できる。 
また、雪崩などの雪災害に関する事前予測も可能となり、災害対策にも応

用できる。 




